
づくりのための各種指針の策定や、診療ガイドライン等の策定に活用されており、生活習慣  

病予防のための正しい知能の普及や医療の質の向上などにより国民にその成果が還元されて  

いる。   

【免疫アレルギー疾患等予防一治療研究事業】   

免疫アレルギー疾患による患者の00Lの損失は極めて大きいが、これまでの研究成果によ  

り、㈲Lを大きく改善する成果が得られており、先進的な医学水準の国民への還元にも寄与し  

ている。   

最近では、アレルゲンの同定のための食物負荷試験の標準的な実施方法を確立し実施医療  

機関のネットワークを構築したほか、関節リウマチの早期診断指横の有効性を明らかにし早  

期治療につなげたことなど、臨床に応用できる研究成果が得られている。   

また、アレルギーの各疾患の診療ガイドラインの作成と普及に取り組んできたが、最近10  

年間で喘息の死亡者数が半減するなど、医療の賞の向上と国民の健康指標の向上にもつなが  
っている。   

【難治性疾患克服研究書兼】   

難病は極めて長期にわたり国民のQOLを損失し、患者や家族の生活を大きく損なうもので  

あるが、難治性疾患克服研究事業において、難病の克服に向け、予後やQOLの向上につなが  

る研究を推進しており、診断・治療法の開発を行うと共に医療研究者への普及を進めている。   

最近では、難治性血管炎に対する血管再生療法の多施設臨床試験において有効性が明らか  

にされるなど、治療につながる画期的な成果が得られている。重症多型渉出性紅班の治療指  

針の作成、炎症性腸疾患の治療指針の改定や内視鏡アトラスの作成等の取り組みにより、医  

療の質の向上にも貢献しており、国民への成果の還元が進んでいる。  

（4）研究事兼の計画性  

【循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業】   

本研究手業においては、研究期間を原則3年間とし、事前評価に加えて毎年中間・事後評  

価を行い、計画的・効率的に研究が行われるよう配慮している。また、戦略型研究において  

はあらかじめ研究目標とプロトコールを検討し、大規模な研究を長期間行うなど、本研究事  

業は計画的に実施されている。   

【免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業】   

厚生科学審議会疾病対策部会リウマチーアレルギー対策委鼻会において、今後の研究目標  

について明確化を行い、アレルギー疾患患者自己管理手法の確立、関節リウマチの重症化防  

止、アレルギー疾患・関節リウマチの予防法と根治的な治療法の確立に向けた研究を計画的  

に実施している。  

○慢性期医療管理の支援法の確立   

完全な予防法や根治的な治療法の確立■普及は現時点では限界があることから、慢性の経  

過をたどる免疫アレルギー疾患を適切に管理する方法を開発し、関節リウマチ重症化防止、  

アレルギー疾患患者自己管理手法の確立を当面達成すべき平成22年度までの目棲とする。  

○免疫アレルギー疾患克服に向けた総合研究   

免疫アレルギー反応の病態解明について文部科学省等における研究成果を活用し、免疫ア  

レルギー疾患の増加の原因究明等とあわせて、根治的治療法開発を目的とした免疫アレルギ  

ー疾患の治療戦略に関する研究を総合的に実施する。  
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【難治性疾患克服研究事業】  

123の希少難治性疾患について研究を実施しており、研究の進展は疾患により異なっている  

が、各疾患について、診断基準の確立、治療指針の標準化、原因の究明、治療法の開発を行  

うほか、疾患横断的に疫学・社会医学的研究を実施することとしており、更に疾患毎に中期  

的な目標を設定した上で計画的に研究に取り組んでいる。  

○新たな治療法の開発と確立   

近年の科学技術の進歩に対応した（ゲノム関連技術、再生医療、免疫メカニズム等に関す  

る）診断・治療技術の開発や園内で開発された新しい治療法の実証的臨床研究について、重  

点的に研究資金を投下することによって、難治性疾患の治療成錐向上を図るなど、難病寛服  

に向けて戦略的に研究を実施している。  

○社会還元の促進   

診断基準や治療指針の棲準化、在宅医療への先端技術の導入による00L向上等に向けた研  

究を計画的に推進し、医学の進歩を敢病患者の医療に速やかに還元することにより、患者の  

社会復帰や自立の促進を園るなど、「イノベーション25」に掲げられた「多様な人生を送れる  

社会形成」に向けた研究を推進している。  

（5）分野別推進戦略の研究開発目標、成果目模の速成状況（柑年度からの継続課題について）  

【循環器疾患等生活習慣病対策総合研究幸美】   

本書業の研究成果により、生活習慣病に関する日本人における知見が得られ、今後の生活  

習慣病に関する新たな予防・診断■治療に関するエビデンスを確立すべく引き続き推進して  
いる。   

【免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業】   

喘息等のアレルギー疾患の早期診断基準の作成を進めているほか、患者の自己管理手法に  

ついて研究を推進すると共に、得られた成果の社会への還元にも取り組んでいる。また、早  

期リウマチの診断や将来の重症化の予測のためのマーカーの有効性を評価・確立すると共に、  
治療の予後の追跡により、有効で安全な治療法の確立に向けた情報収集を行っている。   

【難治性疾患克服研究事業】   

多様な難病それぞれに関する調査研究を推進すると共に、疾患横断的に有効な治療法等を  

評価するための研究、難病患者の検体保存に関する研究を併せて推進し、多様な難病への研  

究と診療のためのデータベース構築を進めている。  

（6）その他：特記なし   

3．総合騨価：特になし  
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4．参考（概賽図）：  

分野名   疾病・陣幸対策研究分野   

事業名   エイズ・肝炎・新興再興感染症研究事業  

■エイズ対策研究  

・肝炎等克服緊急対策研究  

・新興・再興感染症研究   

主管部局（課圭）  健康局疾病対策課（エイズ）  

健康局結核感染症課（肝炎、新興・再興感染症）   

運営体制   疾病対策課及び結核感染症課による運営   
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関連する「第3期科学技術基本計画」における理念と政策自標（大目標、中目標）  

理念  

康と安全を守る   

全が誇りとなる国   

らしの安全確保   

1．事業の概羊  

（1）常3期科学技術基本計画■分野別推進戦略との関係  

圭婁な研究開発課   ・感染症の予防・診断・治療の研究開発   

星   ■治験を含む新規医療開発型の臨床研究  

・ライフサイエンスが及ぼす社会的影響や社会福祉への活用に関する研  

究開発   

研究開発目標   （エイズ）  

02010年までに、行動変容科学に基づくエイズに関する普及啓発・相談  

手法の開発、利便性の高い検査体制構築や、医療提供体制の再構築を  
可能とするための研究により、エイズを治療のコントロールが可能な  

感染症にする。  

○臨床への橋渡し研究や、医薬品・医療機番の治験を含む臨床研究を推  

進し、新規医療技術を開発する。  
02010年までに国連ミレニアム開発目標（肥Gs）で示された以下の目標  

の達成に至る方法論について新たな知見を得てとりまとめる。  

■H川／エイズの蔓延を2015年までに阻止し、その後減少させる。  

（新興・再興感染症、肝炎）  

02010年までに国民の健康を脅かす新興t再興感染症について、診断・  

予防を確立し、国内への侵入監視、効果的な対応計画の立案等を実現  

する。  

02009年までに、感染症・希少疾病等、政策的に対応を要する疾病の診  

断・治療法の開発に資する研究成果を得るとともに、画期的医療の実  

用化を可能とする。  

02015年頃までに、国民の健康を脅かす新興■再興感染症について、国  

民に対する適切な医療の確保への道筋をつけるべく、予防・診断方法  

の確立や治療法の開発を実現する。   

成果目標  （エイズ）  

≡◆2015年頃までに、エイズに対する適切な医療を提供する。  

‖ ◆2010年頃までに、統計データに基づく福祉政策決定をさらに確実なも   のとし、国民の生活の質の向上を実現する。  
◆2020年頃までに、国民のニーズに合った新しい診断法・治療法の臨床  

現場への提供を実現する。  

◆2010年までに、2∞5年と比較して①保健所等における検査件数を2倍  

に、②エイズの新規報告を25％減らす。  

j i  

（新興・再興感染症、肝炎）  

◆2015年頃までに、肝炎、鳥インフルエンザ、SARSなどの新興・再 

興感染症に対する国民に適切な医療を提供する。  
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◆2020年頃までに、感染症対策にかかる医薬品開発に資する先端技術を   

迅速かつ効率的に臨床応用し、画期的医療の実現を可能とする。  

戦略重点科学技術  

の  

該当部分   

「研究開発内容」の  ・病原体や発症機序の解明などの基礎研究   

うち、本事業との整  ・我が国及びアジア地域にとってリスクの高い、新興・再興感染症、動   

合部分   物由来感染症の予防・診断・治療の研究  

・我が国及びアジア地域の拠点の充実及び人材養成   

推進方兼   ・我が国及び我が国と交流が深いアジア地域にとってリスクが高い新  

興・再興感染症の研究  

暮革新的な予防t診断・治療の研究を担える人材の重点的な養成   

（2）イノベーション25との関係（該当部分）：なし   

（3）新健康フロンティア戦略との関係（該当部分）  

部   （肝炎）  

○国民自らがそれぞれの立場に応じて行う健康対策  

（新興・再興感染症、肝炎）  

○新健康フロンティア戦略を支援する家庭・地域・技術・産業   

項目   （肝炎）  

0がん対策の一層の推進（がん克服力）  

く新興■再興感染症、肝炎）  

○人間の活動領域の拡弓長に向けた取り組み（人間活動領域拡張力）   

対策   （肝炎）  

○個人の特性に応じた、治療効果と生活の質（00L）を両立する観点か  

らのピンポイント治療の研究開発と普及  

（新興・再興、肝炎）  

○感染症予防技術   

（4）事業の内容（新規・一部新規・  

（エイズ）  

（1）臨床分野  

日和見感染症に対する診断・治療開発、服薬アドヒアランスの向上、治療ガイドライン   

の作成。H川感染母胎からの垂直感染防止。  

（2）基礎分野   

エイズの病態解析、薬剤の効果や副作用に関わる宿主因子の遺伝子多型等に伴う生体防御   

機構の研究、抗日IV薬・ワクチン等の開発。血友病に対する遺伝子治療法の開発。  

（3）社会医学  
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個別施策層（青少年、同性愛者、外国人、性風俗従事・利用者）別の介入方法の開発や   

エイズ予防対策におけるNGO等の関連機関の連携。検査体制の構築に関する研究。慢性   

期の合併症を含めた患者管理の体制の確立。自立困難な患者に対する支援に関する研究。  

（4こ）疫学  

薬剤耐性H川ウイルスに対するサーベイランス、先進国の発生動向の調査。   

（新興・再興感染症）   

数十年ごとに多くの死者を出している新型インフルエンザ対策、世界情勢の変化の中で、  

警戒の必要性が高まっているバイオテロに対応するための迅速診断検査法やワクチン開発等  

の研究、感染症対策の点検及び再構築、感染症全体の基盤整備を強化する研究等を行う。   

（肝炎）   

肝炎ウイルスキャリアの高齢化が顕著であり、他の疾患との合併率も高く、画一的な治療  

が行えない状況であることから、多様な患者病態に合わせた抗ウイルス治療の適応検討やそ  

の副作用対策の研究などの臨床研究をはじめ、臨床現場でのニーズの高い基礎・基盤的研究、  

医療経済、医療の標準化等の社会医学的研究、NASH（非アルコール性脂肪肝炎）の診断  
基準等を明らかにするなどの疫学的研究を行う。  

（5）平成20年度における主たる変更点  

（エイズ）   

長期療養を前提とした医療・福祉体制の強化、および現時点における抗日tV薬の副作用を  
真服する研究の充実。   

（新興■再興感染症）   

緊急の課題である新型インフルエンザ、／くイオテロに対する研究の強化。   

（肝炎）   

高齢化する肝炎ウイルスキャリアに関する研究の充実。  

（6）他府省及び厚生労働省内での関連事業との役割分担   

他省庁との関連については、新興・再興感染症研究が内閣府総合科学技術会議の連携施策  

群（新興■再興感染症WG）の対象であり、他省庁との重複排除が行われているところである。   

また、本手兼ではバイオテロ対策に関する研究として、基盤研究の充実及び臨床診断と治  

療法の確立を実施しており、健康安全対策総合研究事業では情報収集体制及び国内外  

（7）予算額（単位：百万円）  

エイズ  

H17   H18   H19   H20（概算要求）   

，799   1，817   2，013   2．073   未定   

新興・再興感染症  

H17   H18   H19   H20（概算要求）   

．713   2．213   2．326   2．396   未定   
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肝炎  

Hl（；   H17   H18   H19   H20（概算要求）   

743   793   1，093   1，426   未定   

（8）18年鹿に終了した本研究事業で得られた成果  

（エイズ）  

・薬剤耐性ウイルスに関する全国サーベイランス体制の確立  

一抗HIV治療ガイドラインの作成  

・血友病診療の実際2007年版の作成  

・よくわかるエイズ関連用語集の作成  

・Sefected GuideJines for HIV Prevention and Testing using Rapid Tests（英文）の作成   

（新興・再興感染症）  

・異なる集団でインフルエンザワクチンの有用性を井出した。乳幼児のワクチンに対する免  

疫応答を確認した。現行接種政策が費用効果的であることを明らかにした。  

・結核感染ハイリスク集団に対して、ツ反よりも費用対効果が高い、新しい結核感染クオン  

ティフェロン（QTF）法を開発した。  

・結核疑診患者の中にヒストプラスマ症が確認された。ヒストプラスマ症血清診断法の開発  

を進めている。  

・SARSコロナウイルスを用いない、安全で迅速なSARSの抗体検出系を開発した  

・アジアのCDC的様様能を持つ国立の研究機関との連携強化を図り、病原体解析手法のマニ  

ュアルの作成、遺伝子を用いた検査法の標準化等を行い、同じ基準で病原体の特徴を比較解  

析できるようになった。  

・ダニの媒介性脳炎とハンタウイルス感染症のELISAによる精度の高い血清診断法を開発し  

た。患者発生時に適確な診断を下すことが可能となった。  

・生物テロに使用されるおそれのある病原微生物の検出法の開発、首都圏における実際の移  
動データを用いて精緻なモデルを構築し、天然痘テロの被幸想定、対応の評価を行った。  

・ベトナムとの共同研究で、SÅRS重症化に寄与する遺伝子として、アンギオテンシン変換酵  

素（艦C）、及びインターフェロンにより誘導される抗ウイルスタン′くクを支配する遺伝子  

（HxA）を見出した。  

・野生動物における野兎病、狂犬病、レプトスピラ症、0熟、オウム病、見境症、ウエストナ  

イル熟、高病原性鳥インフルエンザなどの検査法を確立した。  

・国民を対象の感染症に関する調査結果からニーズに適合した情報伝達内容を明確にし（媒体  

案を作成し）、危機時についてシュミレーショントレーニングを実施した。リスクコミュニケ  

ーションに関するハンドブックの作成を行った。  

・BCG接種や定期健診の理論的費用効果分析、「接触者検診の手引き」の策定、「発生動向調査  

システム」開発を行った。  

・非結核性抗酸菌症の血清診断法を確立した。病原性抗酸菌感染症に対するワクチンとして、  
BCGに改良を加え、新しいリコンビナントBCGを作成した。  

・完全に自動化された外来受診時の症候群サーベイランスはシステムの構築を完了し、4医療  

機関で運用を開始した。また、院内感染早期探知症候群サーベイランスも全自動で運用を開  

始した。救急車搬送の症候群サーベイランスの地図情報システムを用いた情報還元システム  

を開発した。  

・日本脳炎、ウエストナイル熟DNAワクチンの開発に関する基礎的研究、アルポウイルス感  
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の迅速診断法の確立、媒介蚊からのウイルス検出法を確立し、都市部で媒介蚊の発生状  

査を大規模に行った。  
原体の保管、輸送、廃棄などの管理を、ICタグなどを用いて、自動的かつ正確に行う新  

テムを開発し、システム構成装置やソフトを作成、性能を検証中である。  

痕施設内で発生する感染症の実態を把撞し、その原因となる新たな薬剤耐性菌の分子機  

解明や検査法の開発などを通じて院内感染症の低減化に貢献。  

2．評価錯黒  

く1）研究幸美の必要性  

（エイズ）   

エイズの予防手法や検査法、治療法に関しては未だ確立したものはなく、各国からの情報  

収集とともに日本に適したマニュアルの作成や普及啓発を通して感染のまん延を防止し、か  

つ感染者を免疫不全に陥らせないようにするための研究の推進が必要である。  
さらに、H川／エイズ患者を取り巻く社会的側面の研究も必要である。   

（新興・再興感染症）   

近年、新たに発見された感染症、今後発生が予想される感染症（新興感染症）やすでに制  

圧したかに見えながら再び猛威を撮るいつつある感染症（再興感染症）が世界的に注目され  

ている。これらの新興・再興感染症は、その病原体、感染源、感染経路感染力、発症機序に  
ついて解明すべき点が多く、また迅速で正確な診断法、予防法や治療法等の開発に取り組む  

必要がある。   

さらに生物テロ対策として、原因となる病原微生物等検出法の開発・普及と、バイオセキ  

ュリティ（保管法、輸送法、安全性強化）、予防・治療法等について、関係省庁等との連携し  
た研究が必要である。  

（肝炎）   

現在、ウイルス性肝炎の患者および無症状の持続感染者（キャリア）はB型、C型を合わせ  
ると220万人から340万人と推計されている。さらに我が国における肝がんによる死亡者数  

は年々増加しており、これらの肝がん患者の9割以上がB型、C型肝炎ウイルスの持続感染者  

であり、その約8割はC型肝炎ウイルス感染に由来すると報告されている。   

そのため、肝炎ウイルスの病態及び感染機構の解明並びに肝炎、肝硬変、肝がん等の予防  

及び治療法の開発等を行い、健康不安を伴う疾患であるウイルス性肝炎に対する研究を一層  

推進する必要がある。  

（2）研究事業の効率性（費用対効果にも言及すること）  

（エイズ）   

HIV／エイズに関する基礎医学・臨床医学・社会医学・疫学が一体となっている研究事業で  

あり、各主任研究者間の調整会護も実施し、一体化の利点を最大化すべく運営されている効  

率的事業といえる。   

（新興・再興感染症、肝炎）   

行政施策に反映させることが目的となっており、平成18年度における新興・再興感染症研  

究では、異なる集団でのインフルエンザワクチンの有用性の算出、乳幼児のワクチンに対す  
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る免疫応答の確認、ツ反よりも費用対効果が高い新しい結核感染クオンティフェロン（QTF）  

法の開発、BCG接種や定期健診の理論的費用効果分析、発生動向調査システムの開発を行い、  

肝炎研究においては、ペプチドワクチンを用いた新たな治療法の開発による、肝細胞癌の再  

発予防、B型、C型肝炎ウイルスの感染とともに、リバースジェネティツクスの実施できる系  

の構築、肝がん再発の危険因子を明らかにし予後改善に向けての具体的方向を示すなど、施  

策に反映する研究を実施。   

また、内閣府総合科学技術会謙の連携施策群（新興・再興感染症WG）において、関係府省  

との研究課頒の重複を避けるなど、効率性の高い研究事業と考えられる。  

（3）研究事業の有効性  

（エイズ）   

H川／エイズ対策の目横は、予防法、治療法の開発である。エイズの予防に係る社会医学的  

研究については青少年、男性同性愛者等の介入について着実に効果が上がっている。   

また、治療法としても、新たな棲序によるHIV治療薬の基礎となる研究成果や、免疫賦活  

を利用した治療法の開発、耐性ウイルスサーベイランスなど十分な成果が得られている。   

（新興・再興感染症、肝炎）   

定期予防接種法に位置づけられているワクチン評価による政策の推進、新型インフルエン  

ザ対策ガイドライン策定の基礎となるエビデンスが産出された研究等、多くの研究成果が施  

策の推進を通じ、国民に還元されている。  

（4）研究手業の計画性  

（エイズ）   

現在求められている課題がほぼ網羅されており、特に、重要課鹿については重点的な取り  

組みがなされているが、長期療養のための体制整備から副作用の克服に対する研究が必要と  

なっている。また、それぞれの研究課超は基本的には3年間で実施されているものであるが、  

評価委旦会の評価に基づき、必要な場合には研究機関を短縮するなど効果的な実施が図られ  

ている。   

（新興・再興感染症）   

日和見感染症としての深在性真菌症と輸入真菌症に関する新しい検査法と抗真菌薬の開  

発、並びに病原因子の解明に向けたポストゲノムの基盤的研究を行う。野生動物も含めた疫  

学研究、特に病原体の生態学的研究を行う。エイズ、鳥インフルエンザの治療薬開発につい  

てはアジア（中国）等との国際連携を視野に入れた研究を行う。   

（肝炎）   

第Ⅰ相試厳により安全性と免疫学的有効性を確認し、その結果を基に二つの第Ⅱ相臨床試  

験（①肝細胞癌の再発予防効果の評価、②肝細胞癌の発症予防効果の検証）を計画する。   

C型肝炎ウイルス増殖機構、病原性発現機構の解析を発展させ、新たな創薬棲的を明らかに  

していく。阻害剤スクリーニングを継続し、副菜候補物質を見出していく。  

（5）分野別推進戦略の研究開発目標、成果目標の達成状況（18年度からの継続課題について）  

（エイズ）  

1997年に導入された多剤併用療法により死亡率が低下したとされる一方で、抗日IV薬の長  
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期投与に伴う副作用や薬剤耐性ウイルスの出現が問題となっている。また、HIV感染者・エイ  

ズ患者報告数の増加が続いていることから、医療と予防の両者において研究の推進が必要で  

ある。なお、H川検査体制の充実により、H川感染者報告数は見かけ上、増加する可能性があ  

る。   

（新興・再興感染症、肝炎）   

SARSコロナウイルスを用いない、安全で迅速なSÅRSの抗体検出系の開発、生物テロに使用  

されるおそれのある病原微生物の検出法の開発等、順調に成果を上げている。  

（6）その他：特記なし   

3．総合騨価  

（エイズ）   

エイズ対策については、保健分野だけの問題ではなく、社会・政治・文化・経済・人権全  

ての分野に関わる重要課題であり、全世界で一丸となって対応すべき問題とされている。エ  

イズに関する研究を推進することは、園内のみならず、我が国よりも更に深刻な状況に直面  

している開発途上国に対する支援にも結びつくものであり、他の先進諸国とも共同しながら、  

当該事業を積極的に推進する必要がある。   

（新興・再興感染症）   

SARS、新型インフルエンザに関する研究等、近い将来克服されると考えられていたが再興  

がみられる鯖核等に関する研究をはじめ幅広い分野に関して、病態解明、予防、治療法の開  

発のみならず、行政が行う対策に資する課題など、幅広く研究が推進されている。本研究事  

業については、国民の安心・安全の実現のための重要な研究であり、積極的に実施する必要  

がある。   

（肝炎）   

「C型肝炎対策等に関する専門家会議」において、①c型肝炎ウイルス検査等の検査体制の  

充実、．②効果的な治療法の普及、③新しい医薬品等の研究開発の一層の推進の3点の必要性  

が指摘されている。当該研究事業では、この報告書に沿った施策を推進するための研究が実  

施されており、国民の健康の安心・安全の実現のための重要な研究として今後も積極的に推  
進する必要がある。  
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4．●考（概羊図）  

A  エイズ対策研究   

Ⅰ、これまでの研究の切り口  Ⅱ．我が平におけるHⅣ慮染の動向  

員  

こ 
＿ 

＿ 
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鰍蝉鰍厳棚  

■■舶クー棚■（書暮インフルエンザ○醐ウイルス酬ワクチン弗  
事  

ン■ウイルス柚  
1）鮒暮ワクチ ■■●tワ少■ン■ウイルス棚サー．（暮■で附たウイルスと欒欒事くMl淋■■な一酌嘲●暮さ廿たウイルスとで練、モ○仲㈹に上が■  
掛て■臥■■●■ワクチン帆てT聴ウイル珊．これ棚■■払朋p  
2 

くウイルスl聴仕にヰじて、ヒトで○牡■伽○カ■1±■とモ○●●■○肋T）  

1．踊麓¢不足   
紗揮疇馳剛軌㈲削綿紬   
蜘細触如嶋脾両相場   

⑧織方まの批   

鶉鶉  
餓■揚力應加欄嘘  

劇桐酬頼膚抽椚田嘲嘘  
してい書い  
ふ相和  
勲印闘勤瑚輔酢摘拒  
斤仙ていない  
①雛薔讐＃  

旗重職紡毛1レーシ亨ン  

中農へ¢榊凛供・輌巣礪  
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分野名   疾病・障害対策研究分野   

事業名   こころの健康科学研究手業   

主管部局（課圭）   社会・援護局陣幸保健福祉部企画課  

（執行機関 国立精神・神経センター）   

運営体制   精神分野→陣享保健福祉部精神・障害保健課  
神経分野→健康局疾病対策課   

関連する「第3期科学技術基本計画」における理念と政策目標（大目模、中日横）  

理念   健康と安全を守る   

大目棟   生涯はつらつ生活一子どもから高齢者まで健康な日本を実現   

中日横   国民を悩ます病の克服   

1．事♯の♯手  

（1）第3期科学技術基本計画■分野別推進戦略との関係  

重要な研究醜発課題  こころの発達と意志伝達機構並びにそれらの障専の解明   

研究開発目標   02010年までに、精神疾患、神経・筋疾患について、細胞治療、創薬  

等を活用した治療法の開発に資する、病態の詳細や、原因遺伝子とい  

った疾患の原理を理解する。   
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